
１．はじめに

　 我 が 国 の こ れ ま で の 国 土 整 備 の 基 本 的 な 方 向 性 は 、

明 治 期 の 富 国 強 兵 ･ 殖 産 興 業 に 始 ま り 、 戦 後 は 傾 斜 生

産 、 拠 点 開 発 、 定 住 圏 構 想 、 交 流 ネ ッ ト ワ ー ク 構 想 な

ど と 変 化 し て き て い る が 、 こ れ ら の 国 土 政 策 が 地 域 発

展 に 与 え て き た 影 響 に つ い て は 明 確 な 把 握 が な さ れ な

い ま ま 、 次 な る 新 た な 政 策 が 策 定 さ れ て い る 可 能 性 が

あ る 。 ま た 、 新 た な 整 備 政 策 を 策 定 す る 際 に も 、 そ の

影 響 が 極 め て 長 期 に わ た る こ と が 十 分 に 考 慮 さ れ て い

ない可能性もある。

　 本 研 究 で は 、 明 治 期 以 降 の 交 通 や 国 土 整 備 に 関 す る

政 策 と そ の 長 期 的 な 影 響 を 整 理 し 、 こ れ ら の 長 期 的 な

サイクルについて考察を行った。

２．これまでの政策の特徴

(1)政策の特徴

　 ま ず 、 明 治 期 以 降 の 政 策 の 特 徴 に つ い て 、 ま と め る

と、次のようになる。

a ) 明 治 政 府 は 財 政 が 貧 弱 で あ っ た た め 、 幹 線 交 通 の

整 備 で あ っ て も 民 間 資 金 を 導 入 す る な ど 、 採 算

性を重視せざるを得ない状況であった。

b ) 産 業 振 興 政 策 が 古 く か ら 存 在 し 、 国 土 整 備 と 産

業 政 策 と が 強 く 結 び つ い て い た 。 ま た 、 国 土 整

備 の う ち 交 通 整 備 に つ い て は 、 交 通 事 業 が か つ

て は 高 収 益 事 業 で あ っ た た め 、 交 通 事 業 を 営 利

事業ととらえる視点も発達している。

c ) 政 策 実 施 の 状 況 と し て は 、 古 く か ら 政 策 目 標 が 曖

昧 な こ と が 多 く 、 影 響 を 明 ら か に す る 手 法 も 不

十 分 で あ っ た た め 、 政 策 目 標 の 達 成 に つ い て の

確 認 が 不 十 分 に な り が ち で あ っ た 。 こ れ に よ

り 、 時 代 や 地 域 の 状 況 に 合 わ せ た 柔 軟 な 政 策 の

実施が難しくなっていたと考えられる。

　 こ れ ら 状 況 か ら 、 わ が 国 の 交 通 網 整 備 で は 個 々  の 事

業 に お け る 独 立 採 算 を 重 視 し た 整 備 制 度 が 発 達 す る こ

と に よ り 、 比 較 的 短 期 的 な 効 果 や 影 響 を 考 慮 し た 政 策

と な り 、 現 在 の 国 土 構 造 は こ の よ う な 政 策 を 反 映 し た

ものとなっていると考えられる。

(2)地域分析上の課題

　 交 通 整 備 の 影 響 は 極 め て 長 期 的 だ が 、 現 在 の 政 策 は

こ の 点 を 反 映 し た も の と な っ て い な い 。 そ れ に 対 す る

地域分析上の課題としては、次の点があげられる。

a ) 政 策 が 所 期 の 目 的 を 達 し た か に つ い て の 事 後 調 査

が不十分であった。

b ) 政 策 実 施 に よ る 長 期 的 な 影 響 を 計 測 す る 方 法 が 明

確でなかった。

　 近 年 は 、 デ ー タ 処 理 技 術 や 地 域 分 析 技 術 の 向 上 に よ

り 、 例 え ば 文 献 1 ) 2 ) 3 ) な ど で 交 通 網 整 備 の 長 期 的 な 影 響

が明らかにされつつある。

３．明治期以降の政策の影響

(1)主な交通整備政策とその影響の整理

　 図 １ は 明 治 期 以 降 の 主 な 交 通 整 備 政 策 と そ の 所 期 の 目

的 に 対 す る 達 成 状 況 に つ い て 地 域 分 析 の 観 点 か ら ま と め

た も の で あ る 。 同 図 は 地 域 間 の 所 要 時 間 の 変 化 、 地 域 間

交 流 可 能 性 の 変 化 、 圏 域 構 造 の 形 成 、 人 口 分 布 等 の 変

化 、 等 の 各 視 点 か ら 文 献 1 ) 2 ) 3 ) な ど に お い て 長 期 的 な 効

果を分析し、その結果を整理して図示したものである。

(2)各時期の政策の影響の概況

　 明 治 期 の 全 国 的 な 鉄 道 ネ ッ ト ワ ー ク を 整 備 す る 政 策 に

つ い て は 、 大 正 期 頃 ま で に 一 応 の 目 的 を 達 し て い る 。 そ

の 後 、 大 正 期 以 降 は 地 方 部 で の 鉄 道 整 備 に よ り 大 都 市 部

へ の 人 口 な ど の 集 中 を 緩 和 す る 政 策 へ と 移 っ て い る 。 し

か し な が ら 、 明 治 期 の 政 策 に よ り 鉄 道 が 早 期 に 整 備 さ れ

た 地 域 へ の 集 中 は 大 正 期 以 降 も 続 い た 。 こ の た め 、 大 正

期 の 改 正 鉄 道 敷 設 法 に つ い て は 、 地 方 部 で の 鉄 道 整 備 そ

の も の は 行 わ れ 、 都 市 部 と の 交 通 利 便 性 の 差 を 縮 小 し た

も の の 、 必 ず し も 本 来 の 目 的 で あ っ た 地 方 振 興 を 達 成 し

得たものではなかったと考えられる。

　 戦 後 に つ い て は 、 復 興 期 か ら 高 度 成 長 期 の 政 策 と し て

大 都 市 部 へ の 集 中 投 資 に よ り 効 率 的 に 国 力 を 回 復 し 、

1 9 7 0 年 頃 ま で に そ の 目 的 を 達 し た と 考 え ら れ る 。 全 国 総

合 開 発 計 画 ( 1 9 6 2 年 ) 後 は 、 地 方 部 の 振 興 を 目 的 と し た 政

策 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 し か し な が ら 、 い わ ゆ

る 太 平 洋 ベ ル ト 地 帯 へ の 大 規 模 な 投 資 に よ り 、 こ の 地 域
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へ の 人 口 等 の 集 中 が 近 年 ま で 続 い て い る 。 こ の た め 、

全 総 計 画 以 降 の 地 方 部 で の 産 業 の 先 行 配 置 に よ る 地 方

振 興 策 や 交 通 網 整 備 に つ い て は 、 現 在 の と こ ろ 、 必 ず

し も 地 方 振 興 を 完 全 に 成 し 遂 げ ら れ て い な い の が 実 状

である。

４．交通整備政策のサイクルに関する考察

(1)政策実施と影響顕在化のタイムラグ

　 図 １ で は 、 明 治 期 の 鉄 道 網 整 備 に よ る 都 市 間 の 所 要

時 間 の 短 縮 の よ う に 、 政 策 が そ の 所 期 の 目 的 を 達 成 す

る ま で に は 、 か な り 長 期 を 要 し て い る も の が あ る 。 高

度 経 済 成 長 期 の 政 策 の よ う に 比 較 的 短 期 に 達 成 さ れ た

政 策 は む し ろ 少 な く 、 高 度 成 長 期 以 後 の 政 策 に つ い て

は現在も所期の目的を達していないと考えられる。

(2)その後の政策に対する影響

　 ま た 、 政 策 の 影 響 が き わ め て 長 期 に わ た る た め 、 政

策 の 所 期 の 目 的 を 果 た し た 後 も 影 響 を 及 ぼ し 続 け る と

い う 特 徴 も 存 在 し て い る 。 こ の た め 、 集 中 政 策 か ら 分

散 政 策 へ と 政 策 方 針 を 転 換 す る よ う な 場 合 、 旧 来 の 政

策が悪影響を及ぼす要因となり続ける場合がある。

(3)政策サイクル

　 政 策 の サ イ ク ル に 注 目 す る と 、 戦 前 と 戦 後 の 両 方 に

お い て 、 集 中 投 資 か ら 分 散 投 資 へ と い っ た 類 似 の 政 策 サ

イ ク ル が 見 ら れ る 。 こ れ は 、 政 策 実 施 に 対 す る 影 響 の レ

ス ポ ン ス が 遅 い こ と を 認 識 し な い ま ま 、 短 期 的 な 視 点 か

ら 政 策 を 実 行 し た こ と に よ る 一 種 の 振 動 現 象 の よ う な も

のであると考えられる。

　 こ の よ う な 周 期 的 な 政 策 変 化 が 社 会 に 及 ぼ し た 影 響 の

善し悪しについては今後の検討が必要である。

５．今後の政策立案における課題

　 以 上 の こ と か ら 、 政 策 立 案 に 際 し て は 次 の 各 点 が 重 要

であると考えられる。

a ) 交 通 網 等 の 社 会 基 盤 は 、 極 め て 長 期 に わ た り 地 域

や社会に影響を与えることの認識

b)旧来の政策の影響が存在していることの認識

c)政策目標の明確化

d)政策の影響を確認する方法の明確化
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図１　交通網整備および関連する国土整備政策の目的達成状況 （文献1)2)3)などから作成）
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